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弾動臼砲MkⅡDの性能と応用 (Ⅱ)
- 酸化剤及び酸化剤混合物の爆発威力-

武井秀一',伊地知哲舟事,大内博史●,村永括太称◆',

安部隆幸■+,田村昌三暮,吉田息堆●

比較的弔い爆発威力の評価に酋しているMkmD弊動El砲拭故を,著者らの考奏した標準的
方法により.酸rt剤と,その可燃物との混合物に適用し,8位を洞べた｡釈放を行った拭料の

うち,酸化剤単独で大きな爆発威力を示すものは少なかったが,酸化剤一可燃物浪合物 (酸素

Jl'ランス≒0)では,TNTと比し,同程度かそれを越える威力が見られたものもあった｡

また,B伍をIMO燃連綿 ,TNO爆燃粕 の鵬 速度や,浪合危険予測プE･グラムREITI

P2によって計辞された爆発熟と比牧すると,いずれの評価方法にもある混合割合の近傍で一

･)の政大任を持つという薪似した傾向が見られ,掛 こB世とTNO的敦の悠遠,REITP2の爆

発熟の問には,ある範田で良好な相関が得られた｡

札 いくつかの臭った粒度の酸rt:≠糾こ関しても,JP牡で,あるいは可燃物との荘合物として

弾劾日向拭晩を待ったが,粒度がB伍に与える明らかな膨執 王政毘されなかった｡

1.はじめに

弾劾臼砲拭敦は火薬類の静的爆発威力の耕魚法とし

て在れており,我が国でもいくつかの研究例がある1)
))3)○

群青らはこれまでに,英国の王立兵単粥発研究所

(RARDE)で開発されたMkⅢD弾劾臼砲の拭用を

火薬類等の飲料について行ない,この就教法が,比較

的強い爆発威力を持つ物斧の評価に摩れた性能を持つ

ことを見出した1)｡

また酸n=剤や液件飲料にも対応できるガラス我の拭

科ぴんや,曾管に過度の圧迫を加えないよう操車する
銅製のスペ-サー,一定のこめもの,ゴム栓等を用い

た標準的飲助方法を考案し,突放椅虎の向上を囲った

8)｡ここでは,この標坤的な方汝を用いて,爆薬,火

工晶,虐火などの原料となる酸化剤単独,酸rE邦と可

燃物の混合物について耽晩を行ったので,その貨架に

ついて報告する｡

酸化剤は大変反応性の高い物質であり,その可燃物

との浪合物は,非常に燃焼性に官む場合が多く,硝安

油剤爆薬のように起鰍こより爆轟するものもある｡多
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くの酸rt期と可燃物の荘合物の爆発威力は,いくつか

の例外を除いて火薬類と比べて同程度かそれ以下であ

ると予想され,その爆発威力の評価にはMkⅢD弥勤

臼砲妖故が適していると考えられる｡

ここで得られた弥動臼砲釈放の篇果は,これまでに

行なわれたIMO燃遠鉄敦,TNO爆燃釈放○)7)e)の釈

放任や,浪合危険性予測7't,〆ラムREtTP29)の計

昇結果と比較した｡

また,酸化剤と可燃物との混合剖合を変化させ,千

の爆発威力に与える形轡を羽べた｡あわせて,柵 の

軌好を9:･えた粕 も行った｡

2.乗験

2.1鮒

様々な酸化剤を,単独で,また可悠物との浪合物と

して紬 を行った.可燃物としては,浄未セルt,-ス
(200 セルp-スも可燃物として用いたのは比較的酸

rt剤との反応性に貧しく,浪合直後に温故発火IO)を起

す可俵性が少ないからである｡過マンガン酸カリウム

混合物は妊ちに浪触発火を起さないことを抽港の上用

いたが,以前の典故lO)でグリコールと振放発火･発

熱を起した酸lヒ剤は原則として弾劾白砲釈放は行わな

いこととした｡これらの薬品は｢魚に拭薬として市収

されているもの,あるいは火榊 連用として統通し

ているt>のをそのままの状態で使用した｡また,軽索

酸カIJウムについては,可燃物との混合割合を10%き

ざみで変えた振合物を柵 とした｡
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そして,飲料粒灰の彫守を飼ペるために.過塩素酸

アンモニrlムについては48,塩蘇酸カl)ウムについ

ては2唖の粒度のものについて柵 した｡

札 槻申物質としてはTNTととタIレクを用いた｡

2.2轟置 ･拭験手順

MkⅢD弾劾臼砲就故集札 帯革的釈放方法 ･手頓

については前報8)の通りである.

2.3 データの処理

紀鎖された弊政臼砲の振れ楢を別定し,次式に従っ
て,静助臼砲岱Bを算出する｡

41-10(a-do)/W十80 M

B=l00 (a)Ldol)/(dt1-dol) (2I

ここに,

do:不活性物質 (タルク10g)を駄科 としたとき
の振れ傾 くmJtI)

d:Wgの武村についての振れ噂 (mm)

dl:10gの妖科についての振れ楢 (mm)

d1..倍坤爆発物 (TNTIOg)についての擬れ僻

(tnm)

3.結果と考察

3.1酸化剤単独の爆発性

酸化剤J8也の柵 の拭軸 県を,REITP2によ与

爆発熟計昇任とともに,TAblelに示した｡

これによると,萌酸アンモ三r)A,過屯雑 アンモ

ニウム以外はあまり大きな爆発威力はなかった｡こ

れらのTンモニウム塩が商い伍を示したのは.爆矧こ
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ly.によって生じるガス丑の多きと,穆黄熟の大きさによるものであると考えられる｡(REITP2の爆発点の

桝.井伍は肌着で350,徒者で390kcn)/gであ

った｡)岡掛こ,発生するガス丑と分僻 から考える

と,硫安･胡安初giも高い静物臼砲伍を示すものと思

われるが,奉納故においでは低い伍しか掛られなかった｡硫安

･胡安複軌まドイツのオ･/バウで爆発辞故を

点した物質である日がBAM50/60鉄管
純良でt,伝爆する｡伝爆位拭験としてのMkDの問題点を

示している｡3.2酸化剤の可肋 との混合物の爆尭性各棟の酸化剤と可駒 (セJL･t)一久)の良合

物にFgする辞勤臼砲釈放の着果をTable2に示した

｡REtTP2による爆発熟の計昇任もあわせて紀した.

3.3において故述するように,Rt大爆発威力

を与える浪合比は

,酸素バランスがほl50となる,REITP2の

政古池合比とほぼ一敦することから,この比率で駄科を桐科し

た｡これによると,過塩瀬酸アンモニウムーセル｡-

ス振合物,gl東酸カIJウム-セルt7-ス取合物

の拭放任が大きく.TNT直上まわるか,それに近い

爆発威力を示している｡掛 こ硝安取合4如t,爆発魚計算伍がそ れほど大きくILいことから考えると,や

はり発生ガス丑に亀田して大きな位が得ら

れたのであろうと思われる｡3.3 政化和一

可脚 の爆地 に対する混合剤合の影響と.他の
拭験法との相関他の紬 法,すなわち,tM0

位速供政とTNO 爆燃的取払 いずれも柵 に野火し.そ

の抵触の推挽の有魚.搬 した租合の放晩迎瓜 あるいはT

NO妖験の狙合ICあると穆轟-の転移の有無などから

その危放任を評価するものであるが,塩東鹸カリウムー

セルt7-ス浪合4如こついては.これらの拭験のデ-

タの有償があるので〇㌧ この柵 について盤台比を

10%きざみで変

rtさせ,帝政EI砲拭験を行った｡臥 塩素酸カリウムは市

政されている柵 を用いたが,これは比較的粗いものである｡塩

素赦カlJウムーセルt,-ス混合物の弾劾臼砲洪験措黒をFig

.Iに,IMO.TNO耽故梅連邦定の括取をFig.2に示した｡Fig.1にはREITP2による爆

発鰍井伍も7'pットした｡これらから.いずれの拭

験法,計昇任も,塩兼政カlJ
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ltJ+Cblortt七【d%lFlg.1PlotsOHIvBlue8andQGEErlrTP9VS.
ratioAboutmixed組mplesoEPo1888iumchlor

ateandCel)uloseにおいて頼似がみられ

る.しかし.IMO.TNO釈放ICは樵塊が線

紋する範田がそれぞれ塩柵 カリウムの70-80%,40-

抑%と限られており.その範打以外では格連はすべてOm

m/8eCとなってしまう.ところが弾劾臼砲仲 ではF

i8.1よりわかるように,比較的危放性の低い範田

のものまで評価でき,この点において優れていると曾

えよう｡別の見方をすると中火性耗験で燃えない鞄も爆発す

る可徳性のあることを示している｡Fig.3は同じ柵

についてIMO.TNO執政の燃速を横軸に.辞動

El砲伍を緋 にとったブラフである｡これから,弾劾E

l砲伍と,TNO独剛 のFmには.TNO純良で

横地が舶 する屯田では良好な相関があることがわかる(相輔

係数 0.86)｡IMO駄験はこの柵 の鎗合,松

幾の織成する範円が狭くデータの牡も少ないので.好

物日向伍との相関については明拙ではない｡以上の

括取から,弾劾臼砲細 く爆発威力の拭験)とIMO燃

速釈放 (横地の汝しさの拭故)は一方だけでは他方の純

取持架を予納することは田桂であり,双方平行して爽漉

すべきt)のと考えられる｡しかし,純色条件の改定にはREITP2による瓜大発熟丑のと ころととろのが

最も危険なところ

と見るという食味で有効であろう.3.4 爆発威力と渡合危険性予測プログラ

ムREITP2による爆柵Fig｣4に弥肋日向

伍Bと,REITP2による爆発軌計昇任 (q-

BTrrpl)8)の関係を示した.酸rE

棚 の紳 (A)については,多くの場合QBJEtTPlは黄

熟として得られなかったが,それらの8位はいずれも3以下

と大変小さかつた くTAbleI)0品蒜日が発魚のものに
ついてのみFig.4にナt'･Jトしたが

,8位との相関はあまり良くない｡REITP2による

叔適振合比の酸rt剤-セルt'-ス綻合物 (□)に

ついては.ある包皮の相関がみられる(相関係欺0.73).QSe

.JIipIから考えると,アンモニウム塩-セルt･

-ス血合物が他と比して伸に大きなB位を示しているのは,発生ガ

ス丘の形響であろうと脅えられる｡10%きざみで汲合

比を変えた塩素酸カlJウム-セIレE･-ス混合物 (○)については良い相関が得
られている(相関係数0.93)

3.5拭料粗度と爆免威力の開銀K叫y8KJ)PkLJ.Vol.45.No.4.
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ny8riedr81io粒度の典なる

過塩瀬酸Tンモニウムに関する粗 結果は,Tablelに示し

てある｡これによると.100メッシュ以上の過塩

素酸アンモニウムの措架を除いてこまかい飲

料の方が8位が大きくなっている｡また,塩素酸カ

リウムに啓日すると,単独では粗い方がわずかにB伍が大き

くなっているが,TAble2Table3 ExplosivepoweroEthemiJEtureSOEpotA

SSiuJndllomte-A且ndcellulose

invariedratioh一j〇〇一 Corrected Bv8Jue+l(%) CodbStj○Tl

Defra8rlti○nHe8t〇一P○tzLSSiuE) )en8tll〇一 r8

teln川0 rlteinTW 印 l○sioT)chlor8t

e 糾iTQdl test test Q蒜;rT.-(vtX) (E3) (EB/SeC) (tn/与件) (ca)

/8)lDD 一一 ○ D
○90 )Sl 3l

I ○ 0.2380 189 53 1.5 ).74

70 ～le ー1 3.

5 ).65SD 195 57 0 I

.3450 171 15 0 0

.8ー0̀ 162 39 D 0.51

30 125
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lip2のセルp-スとの汲合物では細い方がB伍が
大きい｡これらから,同一柵 であれば細い方が爆発

威力が大さいという餌向もうかがえる｡紺 が転かければ飲

料粒子の表面積の稔和は増し,その分反応が進みやす

くなq,一時にエネルギーを放出し,爆発威力が増すのかもしれない｡しかし.粒度の変rt:によるB伍の墓

苑が.塩素酸カリウムーセル｡一久

混合物の場合を除いて,拭故そ

のものの′(ラツキの範Pl内にあるとも官えるのT･.粒度が樟菟威力に与える好守を知る

に帆今故の英輪 生を持たねはなるまい｡
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perforrT18nCOandApplicationoftheMkmDB811i8ticmortar(El)

ExplosivePowerofOxidizhgAgentsandthoirMixturos

wJthCombustibJeSubstances

byShuichiTAKEI',TetsuroTJICHI',HiroshiOUCHI',KotArOMURANAGA.,

TahyukiABE+.MasAmitsuTAMURA事aJldTad80YOSHIDA●

Inordertoknowtheexplosiyepowerofoxidizingagentsmdtheirmixtureswith

combtJStiblesubstances.WehaveconductedtheMkⅡDbAIlisticmortartest,whichis

useEulforlowerexplosivematerials,withoutstandardiヱedmethod.

WehavedeterminedtheavaluesforoxidizingagentsthemSelvesmdtheirmix･

Lureswithcombustiblesubstances(oxygenebalmce≒o).Thepowersofsomeofthe

mixtureswerehigherthanorequaltothatofTNT,although thepowersoftheiroxidi･

ling8gentSthemselveswerelower.

WealsohvecompredtheBvalueswiththeirbumingratesbytheIMOcom･

bu8tiontestmethodandtheTNOdenagr&tiomtestmethodandwiththeheatsofdeto･

nationc8lculatCdbyREITP2.As theresults,eachevalu81ionmethodhaditsm8Xi･
mumvalue8taCertaincomponentandgoodcorrelationswereobtainedamongthea

yAlues.theheatsOfdetonationandtheratesbyTNOtest.

hAddition.welmyenrriedouttheMkⅡDtestforsomeoxidiヱingagentsoEdiE･

ferentprticlesi王eSandtheirmiⅩtures.Howeyer,atthepresenttimewecouldnotob･

taiれretnarhbleeErectsofparticlesizeontheavalues.
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